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１ 研究の目的 

  使い捨てカイロは、鉄がさびる時に出る熱によって、温かくなるのだと知った。そこで、簡単

なカイロを自分たちで作り、条件を変えて、温度の上がり方を調べることにした。 

 

２ 研究の方法 

(1) パーライト５ｇと食塩水６ｇをビーカーの中で混ぜたものに鉄粉 15ｇを加えて 30秒間混ぜ、 

これをカップに移して１分ごとに温度を測る。 

(2) 食塩水の濃さを５％、10％、15％、20％と変えて温度の上がり方を比べる。 

(3) カップにふたをした場合と、しなかった場合の温度の上がり方を比べる。 

(4) 市販品の中身を取り出し、カップに入れて同様の測定を行う。 

 

３ 研究の結果 

(1) 食塩水の濃さと温度の上がり方の関係   ＜ふたをした場合＞ 

濃さ＼時間 ５分 １０分 １５分 ２０分 ２５分 ３０分 

 ０％  ３３℃ ３５℃ ３４℃ ３１℃ ３２℃ ３１℃ 

 ５％  ４８℃ ６３℃ ６５℃ ６４℃ ６４℃ ６６℃ 

１０％ ４２℃ ６０℃ ６５℃ ６７℃ ６８℃ ６８℃ 

１５％ ５１℃ ７２℃ ７４℃ ７２℃ ７２℃ ７２℃ 

２０％ ５１℃ ６９℃ ７０℃ ６９℃ ６７℃ ６７℃ 

市販品 ４３℃ ５７℃ ６８℃ ７４℃ ７７℃ ７９℃ 

(2) 食塩水の濃さと温度の上がり方の関係   ＜ふたをしなかった場合＞ 

濃さ＼時間 ５分 １０分 １５分 ２０分 ２５分 ３０分 

 ０％  ３１℃ ３２℃ ３１℃ ２９℃ ２８℃ ２８℃ 

 ５％  ４６℃ ５９℃ ５９℃ ５８℃ ５７℃ ５８℃ 

１０％ ４５℃ ５７℃ ５８℃ ５８℃ ５６℃ ５６℃ 

１５％ ４４℃ ６０℃ ５９℃ ５８℃ ５８℃ ５８℃ 

２０％ ４０℃ ５３℃ ５５℃ ５５℃ ５４℃ ５３℃ 

市販品 ７９℃ ６７℃ ４７℃ ４０℃ ３４℃ ３２℃ 

 

４ 研究のまとめ 

(1) 食塩を混ぜない時は温度がほとんど上がらなかった。 

(2) ふたをした場合、食塩水の濃さにかかわらず、10～15 分で温度が 70℃付近に達した。 

(3) ふたをしなかった場合でも、温度が 60℃近くに上昇した。 

(4) ふたをした場合、市販品と同じくらい温度が上昇したことから、ふたが重要な役割を果たす 

ことが分かった。 
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